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　今年も始まったウインタースポーツ教室。
子どもたちは、指導者のアドバイスを受けながら、「早く
上手になりたい」と、真剣なまなざしでゴールへ向かって
いきました。
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小
国
町
の
人
口
は
、
昭
和
三
十

年
の
一
万
八
千
三
百
六
十
六
人
を

ピ
ー
ク
に
減
少
を
た
ど
り
、
平
成

二
十
一
年
に
は
九
千
二
百
人
台
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
年
の
年
少
者

率
（
十
五
歳
未
満
）
は
一
二
・
三
％
、

高
齢
化
率
（
六
十
五
歳
以
上
）
は

三
三
・
一
％
と
な
っ
て
お
り
、
少

子
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
こ
れ
ま
で
、
ほ
ぼ
全

町
を
区
域
と
し
た
八
路
線
に
よ

る
町
営
バ
ス
を
運
行
し
、
町
民

の
「
足
」
を
確
保
し
て
き
ま
し

た
が
、
人
口
の
減
少
や
、
マ
イ
カ

ー
の
利
用
等
に
よ
り
、
年
間
利
用

者
数
は
、
平
成
十
二
年
の
年
間
六
・

三
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、

平
成
十
九
年
に
は
四
・
七
万
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
の
減
少

に
伴
い
、
町
営
バ
ス
の
支
出
に
対

す
る
運
賃
収
入
の
割
合
は
約
一
四

％
、
県
補
助
金
・
過
疎
債
が
十
九

％
、
残
り
の
六
十
七
％
は
町
が
負

担
し
て
い
ま
す
。

　
町
営
バ
ス
等
の
公
共
交
通
は
、

広
域
に
集
落
が
点
在
す
る
小
国
町

に
と
っ
て
、
高
齢
者
、
通
学
者
を

中
心
と
し
た
交
通
弱
者
の
大
事
な

交
通
手
段
で
あ
り
、
今
後
、
予
想

さ
れ
る
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け

る
持
続
的
な
公
共
交
通
を
い
か
に

し
て
確
保
し
て
い
く
か
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
が
望
ま
し
い
公
共
交
通
の

あ
り
方
を
構
築
す
る
た
め
に
設

置
し
た
小
国
町
地
域
公
共
交
通

会
議
（
会
長
・
小
林
新
太
郎
副

町
長
）
で
は
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
た
め
、
全
町
民
を
対
象

に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
調
査
結
果
で
は
、
町

営
バ
ス
の
今
後
の
必
要
性
に
つ
い

て
、「
地
域
社
会
を
維
持
す
る
た

め
に
必
要
で
あ
る
」、「
高
齢
に
な

っ
た
ら
車
の
運
転
が
で
き
な
く
な

で
は
、
高
齢
者
や
児
童
・
生
徒
の
移
動
手
段
の
確
保
と

持
続
可
能
な
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
確
立
を
基
本
と
し

た
「
小
国
町
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
を
策
定
し
、

平
成
二
十
一
年
六
月
か
ら
小
国
町
地
域
公
共
交
通
会
議
が
主

体
と
な
り
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
実
証
運
行
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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る
」
な
ど
の
理
由
か
ら
、
約
七
割

の
か
た
が
「
継
続
が
必
要
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
町
で
は
、
交

通
会
議
で
の
協
議
を
踏
ま
え
、
地

域
社
会
基
盤
と
し
て
持
続
可
能
な

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
目

指
し
、
小
国
町
地
域
公
共
交
通
総

合
連
携
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

1
高
齢
者
・
通
学
者
を
主
対
象

と
し
た
公
共
交
通
の
存
続

　
町
営
バ
ス
は
、
高
齢
者
、
通
学

者
な
ど
を
中
心
と
し
た
交
通
弱
者

の
大
事
な
生
活
交
通
手
段
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
社
会

を
維
持
す
る
た
め
、
小
中
学
校
の

統
合
に
よ
る
児
童
・
生
徒
の
通
学

手
段
や
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
確

保
の
観
点
か
ら
、
公
共
交
通
の
存

続
を
図
り
ま
す
。

2
効
率
的
な
公
共
交
通
サ
ー
ビ

ス
の
提
供

　
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、

公
共
交
通
へ
の
期
待
が
高
ま
る
一

方
で
、
町
全
体
の
財
政
面
で
は
、

税
収
の
不
安
定
化
・
福
祉
コ
ス
ト

の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
住
民
の
ニ
ー
ズ

を
捉
え
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
交
通

資
源
を
可
能
な
限
り
効
率
的
・
効

果
的
に
運
用
し
た
公
共
交
通
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
図
り
ま
す
。

3
行
政
と
地
域
住
民
の
連
携
・

協
働

　
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
性

を
高
め
る
た
め
、
行
政
単
独
で
の

取
り
組
み
だ
け
で
は
な
く
、
運
転

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
導
入
な
ど
、

地
域
住
民
と
行
政
の
連
携
・
協
働

に
よ
る
運
行
体
制
の
構
築
・
確
保

等
を
図
り
ま
す
。

　
こ
の
三
つ
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
、
交
通
会
議
で
は
、
平
成
二

十
一
年
度
か
ら
の
三
年
間
を
計
画

期
間
と
し
て
、
町
営
バ
ス
路
線
で

の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
実
証
運
行

や
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
の
重
複
路

線
の
整
理
・
統
合
な
ど
の
各
種
事

業
に
段
階
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
連
携
計
画
で
掲
げ
て
い
る
目

標
の
達
成
に
向
け
て
、
本
年
度
、

二
つ
の
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
路
線
バ
ス
の

統
合

　
町
で
は
、
小
玉
川
小
中
学
校
、

玉
川
中
学
校
の
小
国
小
学
校
、

小
国
中
学
校
へ
の
統
合
に
伴
い
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
て
い

ま
し
た
が
、
通
学
時
間
帯
に
お

い
て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
路
線

バ
ス
の
運
行
時
間
帯
が
重
複
し

て
い
た
た
め
、
運
行
の
効
率
化

を
図
る
観
点
で
、
平
成
二
十
一

年
四
月
か
ら
、
路
線
バ
ス
に
統

合
を
行
っ
た
も
の
で
す
。
な
お
、

夕
方
に
お
い
て
は
、
授
業
時
間

等
に
対
応
す
る
た
め
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

■
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
実
証
運
行

　
町
営
バ
ス
金
目
線
に
お
い
て
は
、

平
成
二
十
一
年
五
月
ま
で
、
週

一
回
金
曜
日
に
三
便
の
路
線
バ

ス
（
定
員
三
十
八
人
）
を
運
行

し
て
い
ま
し
た
。
利
用
者
数
は
、

町
営
バ
ス
八
路
線
の
な
か
で
最

も
少
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
が
、

利
用
し
て
い
る
か
た
に
は
、
自

ら
マ
イ
カ
ー
等
で
移
動
す
る
手

段
を
持
た
な
い
か
た
も
多
く
、

路
線
バ
ス
は
、
そ
う
し
た
か
た

が
た
の
唯
一
の
公
共
交
通
機
関

広報おぐに　2010.2

　小国町では、地域の望ましい公

共交通体系の在り方を構築するため、

行政関係者や地域住民、旅客輸送

事業者、学識経験者などで構成さ

れた「小国町地域公共交通会議」

を設置し、運行手法の検討を行っ

ています。

　平成21年 6月からは、金目線

でのデマンドタクシーの実証運行

などを主体的に実施しています。
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と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

週
一
回
の
運
行
で
あ
っ
た
た
め
に
、

通
学
に
公
共
交
通
機
関
を
必
要

と
し
な
が
ら
も
、
子
ど
も
た
ち

が
利
用
で
き
な
い
状
況
に
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
地
域
住
民
の

生
活
交
通
を
確
保
し
つ
つ
、
乗
客

が
誰
も
乗
っ
て
い
な
い
「
空
き
バ

ス
」
を
解
消
し
、
効
率
的
な
公
共

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
た
め
、
平
成
二
十
一
年
六
月

か
ら
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
実
証

運
行
を
始
め
ま
し
た
。
実
証
運
行

は
、
冬
期
間
の
利
用
状
況
を
確
認

す
る
た
め
、
平
成
二
十
二
年
三
月

ま
で
実
施
し
ま
す
。

　
実
証
運
行
に
よ
る
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
は
、
決
め
ら
れ
た
運

行
日
・
時
間
帯
に
、
利
用
者
の

予
約
に
基
づ
い
て
運
行
す
る
も

の
で
す
。
利
用
者
が
い
な
い
（
予

約
が
な
い
）
場
合
は
運
行
し
な

い
た
め
、
無
駄
の
な
い
効
率
的

な
公
共
交
通
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、

自
由
に
乗
降
で
き
る
区
間
を
設

定
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
区
間

内
で
あ
れ
ば
自
宅
前
か
ら
乗
降

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利
用

者
の
利
便
性
の
向
上
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　
六
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
金

目
線
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
実

証
運
行
で
は
、
次
の
よ
う
な
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
運
行
方
法

　
通
学
利
用
に
対
応
す
る
た
め
、

運
行
可
能
日
を
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
、
運
行
時
間
帯
は
朝
・
夕

（
二
便
）
と
し
て
い
ま
す
。

■
十
二
月
ま
で
の
運
行
結
果

　
沖
庭
小
学
校
や
小
国
中
学
校

へ
通
学
す
る
児
童
・
生
徒
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
運
行
率
、

利
用
者
数
と
も
に
高
い
水
準
で

経
過
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者

の
か
た
の
利
用
が
少
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。
利
用
状
況

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

■
課
題

　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
若
山
、

古
田
、
金
目
地
区
対
象
）
で
は
、

「
町
営
バ
ス
と
比
較
し
て
利
用
し

や
す
く
な
っ
た
」
と
い
う
声
が

あ
る
一
方
で
、「
診
療
後
は
時
間

帯
が
合
わ
ず
、
利
用
で
き
な
い
」

と
い
う
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

利
用
状
況
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

か
ら
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
わ

せ
た
運
行
時
間
帯
の
設
定
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

広報おぐに　2010.2

　現在、小国町地域公共交通会議では、

小国タクシー株式会社に委託し、デ

マンドタクシー実証運行に取り組ん

でいます。

　一般のタクシーと同様の車両（予

約人数に応じて、セダン型もしくは

ワンボックス型を使用）を使い、午

前の便は、利用予定日の前日まで、

午後の便は運行の１時間前までに申

込みを受け付け、申し込みのあった

便のみ運行しています。

　利用料金は町営バスと同じです。

※運行率＝運行便数／運行可能便数

運 行 可 能 便 数

運 行 便 数

運 行 率

44

40

90.91%

44

37

84.09%

42

16

38.10%

38

24

63.16%

42

30

71.43%

38

38

100.00

44

40

90.91%

292

225

77.05%

高 校 生 以 下

一 般

7 0 歳 以 上

計

平 均 乗 車 人 数

84

2

6

92

2.30

75

4

20

99

2.68

29

0

4

33

2.06

45

3

10

58

2.42

65

2

17

84

2.80

76

4

8

88

2.32

90

11

10

111

2.78

464

26

75

565

2.51

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

（単位：人）

（参考） 平成20年同月間の利用者数　計220人



　
お
孫
さ
ん
が
利
用
し
て
い
る
と

い
う
齋
藤
今
朝
男
さ
ん  

（
金
目
）

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　「
去
年
の
五
月
ま
で
は
、
週
一

回
の
路
線
バ
ス
で
し
た
の
で
、
子

ど
も
た
ち
の
通
学
に
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

地
域
の
か
た
が
た
も
バ
ス
で
町
中

心
部
に
行
く
に
は
、
金
曜
日
し
か

行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

昨
年
六
月
か
ら
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
は
、
平
日
毎
日
の
運
行
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
子
ど
も
達
の
通

学
や
、
車
を
運
転
し
な
い
か
た
の

通
院
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。
以

前
よ
り
も
、
利
便
性
は
高
ま
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
一
年
十
二
月
に
開
催

し
た
第
二
回
小
国
町
地
域
公
共
交

通
会
議
で
は
、
本
年
度
実
施
し
た

実
証
運
行
を
も
と
に
、
さ
ら
に
住

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
運
行
を
図

る
こ
と
と
し
、
平
成
二
十
二
年
度

か
ら
、
現
在
二
便
で
あ
る
金
目
線

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
火
曜
日
と

金
曜
日
の
正
午
頃
に
一
便
増
便
し
、

本
格
運
行
へ
移
行
す
る
計
画
と
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
二
年
度
に
新

た
に
取
り
組
む
事
業
と
し
て
、
白

沼
線
と
足
中
線
を
対
象
に
し
た
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
実
証
運
行
、
北

部
線
と
東
部
線
の
経
路
変
更
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
交
通
会
議
に
よ
る
実

証
運
行
の
結
果
を
踏
ま
え
、
持
続

性
を
高
め
る
た
め
の
取
り
組
み
を

検
討
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化
社

会
に
対
応
し
た
効
果
的
・
効
率
的

で
地
域
に
根
ざ
し
た
公
共
交
通
対

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

5

広報おぐに　2010.2

●運行する曜日、運行する時間帯は決まっています。

●指定された自由乗降区間では、自宅前などの希望の場所で乗降することができます。
　自由乗降区間以外は、バス停での乗降となります。

●始発地点の発車時刻は決まっていますが、経由地の乗車時刻は、予約の状況により異なります。

●利用するには、利用登録、予約が必要です。

1月22日に開催した金目線の住民説明会

齋藤今朝男さん
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新
春
賀
詞
交
歓
会
が
、
一
月
五

日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

町
内
事
業
所
な
ど
か
ら
約
百
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
商
工
会
（
加
藤
功

会
長
）
と
町
で
構
成
す
る
実
行
委

員
会
が
、
さ
ら
な
る
町
勢
の
発
展

を
願
い
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
交
歓
会
で
は
、
実
行
委
員
会
を

代
表
し
て
、
加
藤
会
長
が
、
不
況

か
ら
の
脱
却
と
、
今
年
の
飛
躍
を

願
っ
て
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
参
加

者
を
代
表
し
て
、
コ
バ
レ
ン
ト
マ

テ
リ
ア
ル
㈱
小
国
事
業
所
堀
内
雄

史
所
長
が
「
景
気
は
必
ず
上
向
い

て
く
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
今
年

は
、
成
長
に
向
け
て
発
展
す
る
年
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
、
新
年
の
抱
負
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
新
た
な
交
流
や
情

報
交
換
を
行
う
と
と
も
に
町
の
さ

ら
な
る
発
展
を
願
い
祝
杯
を
あ
げ
、

新
年
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
小
国
町
消
防
出
初
式
が
、
一

月
十
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
消

防
団
員
の
士
気
高
揚
と
、
地
域

住
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

団
員
や
行
政
関
係
者
な
ど
約
百

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
東
正
明
消
防
団
長

は
「
安
全
で
迅
速
、
そ
し
て
的

確
な
行
動
を
お
願
い
し
た
い
」

と
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
終
了
後
に
は
、
団
員
ら
が

防
火
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
火
災

予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
県
と
町
の
支
援
を
受
け
て
建

設
が
進
め
ら
れ
て
き
た
社
団
法

人
愛
育
福
祉
会
す
み
れ
保
育
園

（
五
十
嵐
友
明
園
長
）
の
新
園
舎

が
完
成
し
、
一
月
二
十
五
日
か

ら
通
園
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
園
舎
は
、
鉄
骨
平
屋

建
て
で
一
三
六
四
・
九
五
平
方

メ
ー
ト
ル
、
乳
児
室
一
室
、
園

児
室
五
室
が
あ
り
ま
す
。

　
五
十
嵐
園
長
は
「
町
民
み
ん

な
の
た
め
の
す
み
れ
保
育
園
と

し
て
、
子
ど
も
達
を
迎
え
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

新年の抱負を述べる堀内所長

新年の決意を新たに祝杯

火
災
の
な
い
ま
ち
を

消
防
出
初
式

す
み
れ
保
育
園

　
新
園
舎
が
完
成

　
　
通
園
が
始
ま
る
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　「
マ
タ
ギ
の
里
で
伝
統
文
化
体

験
冬
編
」
が
、
一
月
十
日
か
ら

十
一
日
ま
で
、
泡
の
湯
温
泉
三

好
荘
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
マ
タ
ギ
の
里
と
し
て

栄
え
て
き
た
小
玉
川
地
区
を
も

っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
小
玉
川
公
民
館
（
舟

山
堅
一
館
長
）
が
主
催
し
た
も

の
で
す
。

　
今
回
は
、
県
内
外
か
ら
十
四

名
の
か
た
が
参
加
し
、
地
域
に

伝
わ
る
小
正
月
の
伝
統
行
事
で

あ
る
「
さ
い
ず
焼
き
」
や
「
団

子
さ
し
」
を
体
験
し
た
ほ
か
、「
か

ん
じ
き
歩
き
」
な
ど
、
雪
深
い

小
国
の
自
然
も
満
喫
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、「
地
域
の
か
た
が

た
が
伝
統
を
守
り
続
け
て
い
る

姿
勢
や
、
む
ら
お
こ
し
の
熱
意

に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
天
候
に

も
恵
ま
れ
雄
大
な
自
然
を
体
験

で
き
ま
し
た
。
ま
た
訪
れ
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
白
い
森
子
ど
も
体
験
教
室
「
大

豆
加
工
体
験
」
が
、
一
月
二
十
三

日
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
教
育
委
員
会
な
ど

で
組
織
す
る
小
国
町
地
域
教
育
力
・

体
験
活
動
推
進
協
議
会（
舟
山
功

代
表
）
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
親
子
を
対
象
と
し
た

料
理
教
室
と
し
て
、
地
元
産
の
大

豆
を
使
用
し
た
豆
腐
づ
く
り
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
大
豆
は
、
十
月

に
行
わ
れ
た
同
協
議
会
主
催
の
体

験
教
室
で
収
穫
し
た
も
の
で
す
。

　
指
導
に
は
、
町
内
で
読
み
聞
か

せ
や
食
育
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
ト

ラ
イ
あ
ん
ぐ
る
（
今
野
美
喜
子
代

表
）
や
、
同
協
議
会
ス
タ
ッ
フ
が

あ
た
り
、
調
理
の
手
順
を
分
か
り

や
す
く
解
説
し
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
か
た
は
、「
地
元
産

の
素
材
を
用
い
て
、
お
い
し
い
豆

腐
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
と
一
緒
に
実
体
験
で
き
る
、

非
常
に
い
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

団子さしを体験する参加者

かんじきを履いてトレッキング

親子で一緒に調理

指導する今野さん（右から２人目）

白
い
森
子
ど
も
体
験
教
室
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無病息災を祈る ～樽口地区さいず焼き～

～白い森杯バレーボール大会～

　樽口地区のさいず焼きが、1月16日に行われ
ました。町内各地で続けられているこの行事は、
無病息災の願いが込められ、この日で焼いた餅
やスルメを食べると1年を健康に過ごせるとさ
れています。
　樽口地区では、本年度、集落行事などの体験
を通して地域の課題を学ぶ学生（新潟大学ダブ
ルホーム制）を受け入れています。今回のさい
ず焼きには、2人の学生が訪れ、木を切り出し、
わらを積み上げるなど、準備作業も体験しました。

小学生14チームが参加
　第3回白い森杯バレーボール交流大会小学
生大会が、1月23日から24日まで町民体育
館で開催されました。
　これは、町バレーボール連盟などで構成す
る実行委員会が主催したもので、今年で3回
目の開催になりました。
　今回は、置賜地域や新潟県からスポーツ少
年団などの14チームが参加。選手や関係者
など総勢約300名が会場に訪れました。スパ
イクやブロックが決まるたびに、大きな歓声
があがり、会場は熱気に包まれていました。

雪が舞うなか行われたさいず焼き

110番の日に啓発活動 ～小国警察署～
　小国警察署（齊藤隆署長）が、110番の日
の 1月10日、110番の有効、適切な利用を
呼び掛ける啓発活動を行いました。
　会場となったアスモでは、買い物客らを対
象に、110番通報の体験や、110番クイズが
行われたほか、振り込め詐欺や交通事故の防
止を呼び掛ける映像も上映されました。
　このほか、小国警察署では、1 月8日に、
すみれ保育園職員を対象に110番模擬通報訓
練も実施しています。買い物客らを対象に啓発活動

元気いっぱい、子どもたちのプレー
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　町観光協会（土屋民男会長）
が主催するつる細工講習会が、
1 月 20 日から 22 日まで、国民
宿舎飯豊梅花皮荘で開催され、
町内外から64人が参加しました。
　28回目を迎えた今回は、上山
市から招いた講師落合なおさんや、
町内で活動している愛好団体（つ
る工芸の会）会員が指導にあたり、
材料の特性や編みこみ方を分か
りやすく解説。参加者は、互い
に会話を楽しみながら、あけび
のつるなどを使い、果物かごや
手さげかごなどを、ひとつひと
つ丁寧に制作していました。参
加したかたは、「自然の素材を使
い、自分だけの作品を作ること
ができることが魅力です。家で
使うのが楽しみです」と話して
いました。

～新沖庭橋が開通～

指導にあたる落合さん（右から2人目）

ブドウの皮を使った手さげかばんの制作 参加者同士で教え合い

～第28回つる細工講習会～

　
今
回
の
つ
る
細
工
講
習
会
で
指

導
に
あ
た
っ
て
い
た
つ
る
工
芸
の

会
高
橋
会
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
つ
る
細
工
は
、
あ
け
び
の
つ

る
や
ブ
ド
ウ
の
皮
な
ど
、
自
然
の

材
料
を
使
い
、
自
分
の
好
き
な
形

に
編
み
こ
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
自
分
で
仕
上
げ

た
作
品
を
、
家
庭
で
実
際
に
使
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
家
で
参
考
書
を
見
な
が
ら
一
人

で
作
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
や

は
り
こ
う
し
て
、
皆
で
集
ま
り
、

楽
し
く
教
え
合
い
な
が
ら
作
っ
た

ほ
う
が
、
早
く
覚
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
し
、
仲
間
づ
く
り
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　
近
年
は
、
町
外
か
ら
参
加
す
る

人
も
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
に
つ
る
細

工
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

〜
つ
る
工
芸
の
会
〜

さ
ん

会
長

（
大
石
沢
）

高
橋
初
太
郎

伝統の技を体験



　　
小
国
町
へ
の
町
・
県
民
税
の
申

告
が
必
要
な
か
た
は
、「
平
成
二

十
二
年
一
月
一
日
現
在
で
、
小
国

町
に
居
住
さ
れ
て
い
る
か
た
」
で

す
。
期
間
中
に
相
談
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
な
お
、
次
に
該
当
す
る

か
た
は
、
申
告
書
に
必
要
事
項
を

記
入
押
印
し
て
役
場
税
務
出
納
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
税
務
署
に
確
定
申
告
を
し
た
か

た
、 

ま
た
は
す
る
予
定
の
か
た

　（
税
務
署
申
告
と
表
示
し
て
く

だ
さ
い
。） 

●
年
末
調
整
済
み
の
給
与
収
入
の

ほ
か
に
収
入
が
な
く
、
勤
務
先

か
ら
小
国
町
へ
給
与
支
払
報
告

が
提
出
さ
れ
て
い
る
か
た

　（
年
末
調
整
済
と
表
示
し
て
く

だ
さ
い
。） 

●
平
成
二
十
一
年
中
に
ま
っ
た
く

収
入
が
な
か
っ
た
か
た

　（
収
入
な
し
と
表
示
し
て
く
だ

さ
い
。） 

※
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
町
・

県
民
税
の
算
定
に
は
含
ま
な

い
の
で
、
申
告
す
る
収
入
、

所
得
金
額
に
記
載
し
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

①
申
告
書

②
印
鑑 

③
収
入
が
確
認
で
き
る
次
の
書
類

●
給
与
・
公
的
年
金
収
入
…
平
成

二
十
一
年
分
の
源
泉
徴
収
票

●
営
業
・
不
動
産
収
入
…
収
支
内

訳
計
算
書
、
売
り
上
げ
や
仕

入
れ
の
帳
簿
類
、
必
要
経
費

の
領
収
書
な
ど

●
農
業
収
入
…
農
産
物
の
出
荷
伝

票
、
仕
切
書
、
請
求
書
、
領

収
書
、
借
入
金
利
子
証
明
書
、

新
し
く
購
入
し
た
農
機
具
な

ど
に
関
す
る
書
類
、
そ
の
他

収
入
や
経
費
が
明
ら
か
に
な

る
書
類

●
雑
収
入
・
一
時
所
得
…
支
払
証

明
書
や
通
帳
な
ど
収
入
金
額

が
確
認
で
き
る
書
類

④
所
得
控
除
を
受
け
る
場
合
に
必

要
な
各
種
領
収
書
や
支
払
金

額
を
証
明
す
る
書
類
、
ま
た

は
申
請
書
な
ど

⑤
通
帳
な
ど
、
申
告
者
本
人
の
口

座
が
確
認
で
き
る
書
類

　
平
成
二
十
一
年
度
の
課
税
状
況

を
も
と
に
申
告
書
を
送
付
し
て
お

り
ま
す
が
、
次
に
該
当
す
る
か
た

に
は
送
付
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

●
前
年
度
の
申
告
を
し
て
い
な
か

っ
た
か
た

●
前
年
度
に
年
末
調
整
済
の
給
与

以
外
に
所
得
が
な
か
っ
た
か
た

　
申
告
書
の
送
付
が
な
く
て
も
、

平
成
二
十
一
年
中
に
収
入
の
あ
っ

た
か
た
や
年
末
調
整
済
の
給
与
以

外
に
所
得
が
あ
っ
た
か
た
、
各
種

所
得
控
除
を
受
け
た
い
か
た
な
ど

は
、
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
申
告
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
申
告
書
の
送
付
が
な

く
、
平
成
二
十
一
年
中
の
収
入
が

な
か
っ
た
か
た
に
つ
い
て
も
、
次

の
よ
う
な
方
は
申
告
の
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
期
間
中
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。 

●
所
得
証
明
な
ど
の
証
明
発
行
が

必
要
な
か
た

●
国
民
健
康
保
険
加
入
者 

●
後
期
高
齢
者
保
健
加
入
者
及
び

そ
の
世
帯
主 

●
介
護
保
険
加
入
者
及
び
そ
の
世

帯
員 

●
国
民
年
金
免
除
申
請
を
お
考
え

の
か
た

▼
臨
時
的
な
収
入
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
か
？ 

　
勤
務
先
か
ら
の
給
与
や
年
金
の

ほ
か
に
土
地
・
建
物
を
売
買
し
た

収
入
や
、
満
期
保
険
料
な
ど
の
収

入
が
あ
っ
た
時
は
、
所
得
税
、
町
・

県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

▼
寄
附
金
控
除
が
変
わ
り
ま
し
た
。 

　
従
来
対
象
と
な
っ
て
い
た
共
同

募
金
会
、
日
本
赤
十
字
へ
の
寄
附
、

自
治
体
へ
の
寄
附
に
加
え
、
条
例

で
指
定
さ
れ
た
施
設
、
団
体
へ
の

寄
附
も
寄
附
金
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
申
告
相
談
の

際
、
寄
附
金
の
領
収
書
を
持
参
の

う
え
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 
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駐在地区名で表示しています。申告期限（3 月 15 日）が近づきますと大変混雑しますので、

なるべく指定された期日に相談会場にお越しください。

★昨年とは違う日程になっておりますので、日程、会場をご確認の上、お住まいの地区相談日においでください。

★予備日は設けておりません。割当日に都合がつかないかたについては割当日以外でもさしつかえ有りませんが、

休日相談や最終日 は大変混み合いますのでご留意のうえ都合の付く日においでください。

午 前 の 部
相 談 会 場月 日

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

9：30～11：00

9：30～11：00

9：30～11：00

9：30～11：00

9：30～11：00

9：30～11：00

9：30～11：00

9：30～11：00

9：30～11：00

小国町 1・2

本町 1・2

本町 3、幸町 1

坂町 3・5

町原

あけぼの

綱木箱口

旭町、小芦

平林

休日相談日

種沢

岩井沢 1

兵庫舘 1

大宮、　宮ノ台

小渡

尻無沢

今市

緑町 1

駅前 1・2

小玉川、泉岡

足野水、中田山崎、片貝、市野沢

上叶水、下叶水

六ヶ字

白子沢、桜沢、間瀬、明沢

百子沢、足水中里、樽口

三ヶ字、石滝

坂町 1・2

幸町 2

上岩井沢

地蔵町

東原

松岡

伊佐領

北、西

増岡

休日相談日

大滝

岩井沢 2

兵庫舘 2

田沢頭

舘

舟渡

古田

緑町 2

栄町 1・2

長者原、玉川中里

玉川、玉川新田

新股、河原角、上大石沢、下大石沢

越長

沼沢 1・2

百子沢、足水中里、樽口

五味沢

13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～15：30

13：00～15：30

13：00～15：30

13：00～15：30

13：00～15：30

13：00～15：30

13：00～15：30

13：00～15：30

13：00～15：30

役場大会議室

役場大会議室

役場大会議室

役場大会議室

役場大会議室

役場大会議室

役場大会議室

役場大会議室

役場大会議室

役場大会議室

役場大会議室

役場大会議室

役場大会議室

役場大会議室

役場大会議室

役場大会議室

役場大会議室

アスモ多目的ホール

アスモ多目的ホール

梅花皮荘

水源の郷交流館

越中里公民館

白沼小中学校

足中克雪管理センター

りふれ

玉川コミュニティーセンター

2 月 8 日 ㈪

9 日 ㈫

10 日 ㈬

12 日 ㈮

15 日 ㈪

16 日 ㈫

17 日 ㈬

18 日 ㈭

19 日 ㈮

21 日 ㈰

22 日 ㈪

23 日 ㈫

24 日 ㈬

25 日 ㈭

26 日 ㈮

3 月 1 日 ㈪

2 日 ㈫

3 日 ㈬

4 日 ㈭

5 日 ㈮

8 日 ㈪

9 日 ㈫

10 日 ㈬

11 日 ㈭

12 日 ㈮

15 日 ㈪

午 後 の 部

受 付 時 間 相談対象地区名受 付 時 間 相談対象地区名
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■
あ
け
ぼ
の
団
地（
高
齢
世
帯
向
け
）

　
２
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

▼
対
象
　
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
家
賃
　
所
得
と
家
族
構
成
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

■
小
坂
町
勤
労
者
住
宅

　
２
Ｋ
　
　
３
戸

　
家
賃
　
　
三
万
三
千
円

■
岩
井
沢
勤
労
者
住
宅

　
３
Ｄ
Ｋ
　
３
戸

　
家
賃
　
　
四
万
二
千
円

▼
対
象
　
小
坂
町
・
岩
井
沢
と
も

に
、
町
内
の
事
業
所
に
お
勤

め
の
か
た

■
敷
　
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

■
募
集
期
限
　
２
月
９
日
㈫

■
入
居
時
期
　
２
月
下
旬
以
降

■
問
合
先
　
地
域
整
備
課
　
建
設

管
理
室
へ

■
募
集
住
宅

　
小
国
ア
パ
ー
ト
１
号

　
　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
　
３
戸

　
小
国
ア
パ
ー
ト
２
号

　
　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
　
２
戸

▼
対
象
　
同
居
親
族
が
い
る
か
た

（
所
得
制
限
あ
り
）

■
募
集
期
限
　
２
月
５
日
㈮

■
入
居
時
期
　
３
月
中
旬

■
家
　
賃
　
所
得
に
よ
り
決
定

■
敷
　
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

■
問
合
先
　
す
ま
い
の
情
報
セ
ン

タ
ー
（
℡
０
２
３
８-

24-

２

３
３
２
）
へ

　
地
域
な
ど
が
行
う
森
づ
く
り
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

■
支
援
す
る
活
動
内
容

　
①
森
林
・
自
然
環
境
学
習

　
②
自
然
環
境
の
保
全
活
動

　
③
豊
か
な
森
づ
く
り
活
動

　
④
森
林
資
源
の
利
活
用

■
募
集
期
限
　
２
月
16
日
㈫

■
問
合
先
　
置
賜
総
合
支
庁
森
林

整
備
課
森
づ
く
り
推
進
室
（
℡

０
２
３
８-

35-
９
０
５
３
）

も
し
く
は
産
業
振
興
課
農
林

振
興
室
へ

　
昔
語
り
な
ど
の
語
り
部
口
演
の

講
座
を
行
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

か
た
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
と
会
場

①
２
月
18
日
㈭

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　
南
陽
市
夕
鶴
の
里

※
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら

会
場
ま
で
送
迎
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
。

②
３
月
11
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

　
ア
ス
モ
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
申
込
期
限

　
①
２
月
10
日
㈬

　
②
３
月
５
日
㈮

■
参
加
費

　
①
、
②
い
ず
れ
も
五
百
円
　

■
申
込
・
問
合
先
　
社
会
福
祉
協

議
会
（
℡
62-

２
８
２
５
）
へ

■
日
　
時
　
２
月
16
日
㈫

　
午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時

■
場
　
所

　
ア
ス
モ
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
　
容
　
（独）
森
林
総
合
研
究
所

等
の
研
究
者
が
ナ
ラ
枯
れ
に

つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
す
。

■
申
込
締
切
　
２
月
10
日
㈬

■
申
込
・
問
合
先
　
産
業
振
興
課

農
林
振
興
室
も
し
く
は
置
賜

森
林
管
理
署
（
℡
62-

２
２
４

６
）
へ

納
税
に
関
し
て
の
Ｑ
＆
Ａ

納
税
に
関
し
て
の
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
　
た
ま
た
ま
口
座
に
残
高
が
不

足
し
て
い
て
、
引
き
落
と
し
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
う
し
た
ら

い
い
で
す
か
？

Ａ
　
口
座
振
替
は
納
期
ご
と
の
指

定
日
の
１
回
だ
け
で
す
。
翌
日
に

口
座
に
入
金
し
て
も
引
き
落
と
し

が
で
き
ま
せ
ん
。
振
替
が
で
き
な

か
っ
た
人
に
は
「
口
座
振
替
不
能

通
知
書
兼
領
収
書
」
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
役
場
ま
た
は
収
納
代
理

金
融
機
関
の
窓
口
等
で
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
事
情
に
よ
り
町
税
を
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
そ
う
に
な
い
場
合

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

Ａ
　
町
税
等
は
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期

ま
で
に
納
付
す
る
の
が
本
来
の
ル

ー
ル
で
す
が
、
仕
事
や
家
庭
の
事

情
な
ど
で
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
か
た
に
は
税
務
出
納
課
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
納
付
相
談
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
今
後
の
納
税
に
つ

い
て
具
体
的
な
ご
相
談
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
税
金
を
納
め
ず
に
放
置
す

る
と
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
、
ま
す

ま
す
納
付
が
困
難
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
先税

務
出
納
課
税
政
管
理
室
へ
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★ 
あ
そ
び
の
広
場 

★

■
日
　
程
　
２
月
２
日
、
９
日
、

「
子
育
て
講
座
・
身
体
測
定

と
講
演
会
」、
16
日
、
23
日

■
時
　
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
　
所
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者
　
０
歳
か
ら
入
園
前
の

お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

★ 

な
か
よ
し
広
場 

★

■
日
程
と
場
所

　
２
月
４
日
、
18
日

　
　
総
合
セ
ン
タ
ー

　
２
月
25
日

　
　
お
ぐ
に
保
育
園

■
時
　
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
対
象
者
　
０
歳
か
ら
入
園
前
の

お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

★ 

こ
ど
も
愛
ラ
ン
ド 

★

■
日
　
時
　
３
月
13
日
㈯

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

■
場
　
所
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容
　
雑
穀
料
理
　
　
　
　

　
　
　
　
親
子
体
操

■
申
込
期
限
　
３
月
11
日
㈭

皆さんの声をお寄せください。
今月の町長と語る日は2月23日（火）です。お気軽においでください。

町長室専用メール e-mail shiroimori@town.oguni.yamagata.jp 町長室専用FAX FAX.0238（62）2611

問
合
先

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

子
育
て
支
援

 

セ
ン
タ
ー
か
ら

事 業 所 名 職 種 勤 務 時 間求人数

遠 藤 建 設 ㈱

㈲ 蔵 王 ス ト ア ー

大 和 建 設 運 輸 ㈱

㈱ ケ イ ー プ ロ ダ ク ツ

㈱ 金 十 商 店

斎 藤 建 設 ㈱

ハ イ コ ー ㈱

安 部 工 業 ㈱

特別養護老人ホーム さいわい荘

㈱ コ メ リ 新 潟 地 区 本 部

㈲白い森よこね物産品直売所

旭 ビ ル 管 理 ㈱

土木施工管理技士

レジ係

土木施工管理技士

営業

事務全般

土木施工管理技士

電気工事（見習い可）

型枠大工・一般作業員

介護員

販売・接客

清掃員

１人

１人

２人

１人

１人

１人

２人

４人

１人

１人

３人

１人

8:00～17:00

8:45～18:00

8:00～17:00

9:00～18:00

9:30～18:30ほか

8:00～17:00

8:00～17:00

8:00～17:00

9:15～18:15ほか

13:00～17:00ほか

9:00～18:00間5時間程度

7:30～12:00

　２月の税金等の口座振替は、

次のとおりです。振替日の前日

まで、指定の口座に入金してく

ださい。

● ２月26日㈮　水道料

● ３月 １日㈪　国民健康保険

税（8期）、後期高齢者医療保険

料（8期）、介護保険料、下水道

料・簡易水道料、住宅使用料、

保育料等 

■問合先　税務出納課

　　　　　税政管理室へ

　
左
の
表
は
、
１
月
20

日
現
在
の
求
人
内
容
で

す
。
無
効
に
な
っ
て
い

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
長
井
（
電

話
84
│
８
６
０
９
）
へ

●新着図書
◆東北知の鉱脈１

◆東京骨灰紀行

◆日本の記録林業人列伝

◆へんな判決　　

◆アシュリーが教えてくれたこと

◆静人日記　

◆美は惜しみなく奪う　

◆レインツリーの国

◆おんなの窓２

◆解読 上杉八代藩主宗房公 小國御境上覧記録

●休館日…毎週月曜日、祝日

赤坂　憲雄

小沢　信男

全国林業改良普及協会

のりたまみ

ロリー・ヘギ

天童　荒太

林　真理子

有川　　浩

伊藤　理佐

小国町古文書研究会

販売員（コメリH&G小国店）
アルバイト
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● ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp
● 携 帯 電 話 向 け サ イ ト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
● 総合センター（教育委員会事務局） 362－2141　● 小国町健康管理センター（健康福祉課） 361－1000
● 子育て支援センター 362－2330　● 町民体育館 362－5421　● 町立病院 361－1111　● 老人保健施設 361－1200
● 癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm

■日　時　２月17日㈬
　　　　　受付 10：30～14：30
■場　所　役場町民相談室
■対応者　社会保険事務所職員
■問合先　町民課住民窓口担当へ

■日　時　２月22日㈪
　　　　　17：00～19：00
■場　所　ろうきん小国支店
■相談員　司法書士
■その他　2月19日㈮まで予約
■主　催　西置賜地区労働者福祉協会
■申込・問合先
　ろうきん小国支店（62-4456）へ

■日　時　２月26日㈮
　　　　　10：00～12：00
■場　所　総合センター
■相談員　町人権擁護委員
■問合先　町民課住民窓口担当へ

■日　時　２月27日㈯
　　　　　10：00～15：00
　●相談時間は一人30分～１時間
■場　所　役場町民相談室
■相談員　司法書士　舟山健蔵氏
■相談料　無　料
■申込み　事前に申込みが必要です。
■申込・問合先　町民課町民生活担当へ

■日　時　２月10日㈬、12日㈮
　　　　　　　15日㈪、16日㈫
　　　　　いずれも10：00～15：00
■問合先　東北税理士会長井支部（88-9159）へ

健康管理センター

　除雪中の事故によって、毎年多くの犠牲者が出てい

ます。除雪中の事故の危険性を理解し、安全な対策を

講じましょう。

　町では、1 月 15 日、副町長を本部長に、各課長

で構成する「小国雪対策連絡会議」を設置し、住民

生活の安全を確保していくため、情報収集にあたり、

対策に万全を期していくこととしました。

■問合先　町民課町民生活担当

●作業は家庭、隣近所にも声かけて 2 人以上で！
●低い屋根でも油断は禁物！
●建物のまわりに雪を残して雪おろし！
●作業開始直後と疲れたころは特に慎重に！
●晴れの日ほど要注意、屋根の雪がゆるんでいる！
●忘れずに！ 命綱とヘルメット
●はしごの固定を忘れずに！
●除雪道具はこまめに手入れ、点検を！
●エンジンを切ってから！ 除雪機の雪詰まりの取り除き
●携帯電話の携行を忘れずに！

展示作品募集

3月12日㈮ 1歳6ヵ月児健診 12：30～13：00 H20年7月、8月、9月生まれ

3月19日㈮ 4ヵ月児健診 13：10～13：20 H21年11月生まれ

1歳児健診 13：00～13：10 H21年3月生まれ

保健カレンダー ■問合先　健康福祉課へ

健康管理センター
※持ち物
　母子健康手帳

月 日 内 容 受 付 時 間 対象のお子さん（生まれた月） 場 所

　高齢者等の生きがいづくりをよ

り活発にするために、展示作品を

広く一般のかたから募集します。

■展示場所　健康管理センター入口ロビー

■申込期間　2 月 1 日㈪から 2 月 26 日㈮まで

■募集作品　書道、絵画、陶芸、写真、合同でつくった

　　　　　大きな作品など

■展示期間　平成 22 年 4 月 5 日㈪から

　　　　　　平成 23 年 3 月 25 日㈮のうちで 1 ～ 2 週間

■申込・問合先　健康福祉課へ



現行（平袋タイプ）

改正後（レジ袋タイプ）
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● 小 国 町 役 場 362－2111㈹ 562－5464
● 行 政 管 理 室 362－2112　● 政 策 企 画 室 362－2264　● 住民窓口担当・町民生活担当 362－2260
● 国保医療担当 362－2261　● 税 政 管 理 室 362－2403　● 出 　 納 　 室 362－2406
● 農 林 振 興 室 362－2408　● 商 工 観 光 室 362－2416　● 建設管理室・上下水道室 362－2431
● 建 設 技 術 室 362－2432　● 議 会 事 務 局 362－2448

　平成21年7月分より就学前のお子さんの医療費の無料化を行っております。
　県事業の一部負担有（青色の医療証）の医療証をお持ちのかたは、医療機関の窓口でお支払
いになった自己負担分（保険適用分）について、下記のものを持参のうえ申請においでくださ
い。後日、自己負担分について支給を受けることができます。

　《申請に必要なもの》
　　●医療機関の領収書（日数、診療点数等の記載のあるもの）
　　●お子さんの健康保険証　　　●子育て支援医療証
　　●保護者名義の振込口座が確認できるもの（ゆうちょ銀行以外）

　小学校の児童は、平成21年 7月診療分より入院分について、子育て支援医療の対象となり
ました。入院をされるとき又は入院をされたときは、医療証の申請に早めにお出でください。
また、所得制限により、該当にならない場合があります。

　《申請に必要なもの》
　　●お子さんの健康保険証　　　●前年又は前々年の所得がわかるもの（転入者のみ）

■問合先　町民課　国保医療担当へ

子育て支援医療申請はお済みですか？
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種 類

可燃ごみ袋

不燃ごみ袋

資 源 袋

現行（平袋）

袋容量 料 金 袋容量 料 金

改定後（レジ袋）

●「持ち手」と「マチ」を付けたレジ袋タイプになります。

●現行のごみ袋は、4月1日以降も同様に使うことができます。

●大きさと料金は、下表のとおり改正となります。

■問合先　町民課町民生活担当または置賜広域行政事務組合
　　　　　総務課施設係（℡0238-23-3246）へ
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　平成 18年 4月1日から高齢者虐待防止、
高齢者の養護者に対する支援等に関する法律
が施行されました。
　高齢者虐待とは、高齢者を世話する家族
などの養護者や養介護施設の従事者等によっ
て行われる以下の行為をいいます。

●身体的虐待　●介護・世話の放棄、放任

●心理的虐待　●性的虐待

●経済的虐待

　これらによって高齢者の尊厳が保たれなく
なったり、心身に深い傷を負わせたり、基本
的人権を侵害してしまうことにつながってし
まうのです。
　このため虐待を防止し、高齢者と養護者双
方を守り支援するためのとりくみが必要にな
っています。小国町では、さまざまな関係者
で構成される虐待防止ネットワークを構築し、
未然防止に努めています。
　地域包括支援センターは高齢者の介護や
生活についての様々な悩みや心配事の相談
窓口として設置されていますので、いつでも
お気軽にご相談下さい。

一口メモ一口メモ介護予防介護予防

高齢者の尊厳と
権利・利益を守るために

人口のうごき

岩 井 沢 井　上　達　貴
た つ き 勝 裕

麻 美

小国小坂町 志　田　洸　月
た け る 正 義

夕 子

緑 町 長　岡　来　空
ら い く 博 之

亜 希

岩 井 沢 　　橋　優　奈
ゆ な 謙 治

雪 華

小 国 町 松 原 米 子 （80）

市 野 沢 嶌　貫　みちい （95）

小国小坂町 遠 藤 順 子 （94）

焼 山 渡　部　トモ子 （82）

岩 井 沢 伊　藤　モゝ子 （85）

兵 庫 舘 　菅　　みち子 （57）

小国小坂町 澤 口 き み （92）

越 中 里 舟 山 さ だ （89）

新 股 本 多 も 　 （83）

岩 井 沢 佐 藤 タ メ （92）

大 石 沢 川　　　しげよ （82）

荒 沢 山 口 と め （91）

尻 無 沢 栗 田 幸 雄 （67）

朝 篠 舟　山　賢　晴
韓 国 　楊　　美　熙

人 口

世帯数

男 …

女 …

計 …

4,489人

4,711人

9,200人

3,255世帯

（－ 5 ）

（－20）

（－25）

（－ 4 ）

平成21年12月31日現在

岩 井 沢 梅 津 と よ （88）


